

































































































































ﾀ験群 12カ月 14カ月 16カ月 21カ月
②’雄＋女性ホルモン注射
@　（8カ月間）2）
　0％
i0／3匹）
　50％
i6／12匹）
⑦雌 　0％i0／20匹） 　0％i0／2匹）
　100％
i2／2匹）
2）estradiol　benzoate　400μg／Kg×1回／週×8カ月間
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〈未分化型病巣の存在率〉
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図2　未分化型病巣の存在率と12カ月後の発がん率
のラットに胃がんが認められた5）。雌でも長期
間経過すると胃がんが生じてくることも判っ
た。
　実験IV：雌ラットの妊娠・分娩の影響
　発がん剤投与終了直後に妊娠・分娩した雌
ラットの12ヵ月後の発がん率は，図1の⑧に示
すように21％（10／48匹）で，やはり低率なが
ら胃がんが発生した6）。
　組織学的検索
　ひとの胃がんは，組織学によりしばしば分化
型と未分化型に二分類される。分化型の胃がん
は，一般に高齢者に発生しやすく，肉眼的には
限局した病巣を呈しやすいという特徴があり，
これに対して未分化型の胃がんは，若年者に高
率にみられ，浸潤型を呈し，がん性腹膜炎を生
じやすいという特徴を有している。胃がんの中
で最も悪性といわれるスキルス胃がんは，この
未分化型の進行したものの一型である。
　ラットの胃がんは，ほとんど分化型の組織型
を呈し，未分化型は極めて稀である。しかし，
分化型病巣の一部に未分化型組織の病巣を含ん
でいるものがある。これらの実験で発生した胃
がん（長期間経過後に発生した胃がんも含めて）
を病理組織学的に検索し，病巣の一部に未分化
型の病巣が存在する率と，先にも示した12カ月
経過時の発がん率とを併せて図2に表現した。
これを見ると，12カ月後の発がん率（図2の右
側）と未分化型病巣の存在率（図2の左側）は
反比例の関係にあった。とくに，雌（⑦）ある
いは雌に修飾を加えた群（⑤＋⑥）は，胃がん
の発生率は低いが，発生した胃がんの中に未分
化型病巣を有するものが多いという結果であっ
た。
　まとめと断案
　ラットの胃がん発生実験を行ってみると，人
の胃がんと共通する次のような特徴が見出され
た。
（1）胃がんの発生には，性あるいは性ホルモン
が大きく影響し，通常の雄にくらべて雌あるい
は女性化した雄の発がん率は低かった。
（2）男性化した雌では，通常の雌にくらべて発
がん率が高くなった。妊娠・分娩した雌も発が
んした。
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（3）月日の経過と共に発がん率は上昇し，雌で
も長期間経過すると胃がんが発生した。
（4）雌あるいは女性化した雄の胃がんの中には
未分化型の組織像がみられた。ひとの胃がんの
中で最も悪性といわれるスキルス胃がんと類似
した肉眼病型を呈するがんは発生しなかった
が，ひとのスキルス胃がんは女性に比較的多く
発見され，がん組織としては未分化型であると
いう点では同様の特徴を示した。
　このように興味ある所見が得られた後，何故
このようなことが起こるのかという理由を検討
したが，結局，明確な証拠を得ることはできな
かった。幾つもの推論の一つに，女性は免疫力
が強く，新しくできたがん細胞は生体から排除
されやすく，とくに胃では明瞭ながん病巣にま
で発育し難いめではないか。しかし，長期間経
過している間にはがん病巣として成育すること
もある。とくに，このような場合には未分化型
のがんが発生しやすくなるのではないかと考え
ている。当時は，遺伝子の検索も不可能な時代
であったので，これ以上の検討ができなかった
のは残念であった。
果の一部を述べ，末尾に大胆な推論まで付け加
えてみた。これら一連の実験は，大阪府立成人
病センターにおいて現在市立堺病院病院副院長
になっておられる古河洋先生が最も苦労して行
われたもので，その詳細は原著を参照していた
だければ幸いです。
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おわりに
もう20年近く以前に行った興味ある実験の結
聴聴鼎＊鼎鼎雅慕＊＊驚＊驚鼎鼎驚喫帯解四生慕驚驚驚二二鼎艶艶鼎驚三鼎鼎需聴＊鼎＊驚驚＊驚??????????????????
ガンの危険信号八か条
1．胃ガン……胸やけや胃のもたれなど，胃のぐあいが悪くないか食べ物の好みが変わっ
　　たりしないか
2。食道ガン……食べ物や水を飲みこむときに胸につかえる感じがしないか
3．結腸ガン，直腸ガン……便秘と下痢をくり返していないか便に血液や粘膜が混じった
　　　りしないか
4。肺ガン，喉頭ガン……せきが長引いたり，たんに血が混じったりしていないか
5．舌ガン，皮膚ガン……治りにくいできもの，潰瘍がからだのどこかにないか
6．子宮ガン……おりものが出たり，不正性器出血がないか
7．乳ガン……乳房のなかにしこりが触れることはないか
8．腎ガン，膀胱ガン，前立腺ガン……尿の出が悪くなったり，尿に血液が混じったりし
　　　ないか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一日本対ガン協会制定一
???????????????????????????
艶喫聴凹凹導管鼎鼎＊鼎喫勢雅饗勲驚町回驚艶驚三鼎鶉驚驚艶色驚＊鼎町回力唱艶艶鼎鼎聴艶艶驚
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